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令和８年５月15日
三机小学校・大久小学校・三崎小学校統合合意書調印式

町長、町議会議長、教育長、再編合

同準備委員会委員長、並びに立会人

として３小学校のＰＴＡ代表が合意

書に署名しました。

町長、町議会議長、教育長、再編合

同準備委員会委員長、並びに立会人

として３小学校のＰＴＡ代表が合意

書に署名しました。



６月定例会の動き   　     　　　　   令和８年６月23日～ 26日
　第85回定例会が開催され、報告３件、条例９件、補正予算５件、契約１件、その他５件は、い
ずれも原案のとおり承認・可決されました。　

【主な決定事項】

報告

条例　

令和７年度伊方町水道事業会計継続費繰越計算書　　　　
　翌年度繰越額　　６２，７００，０００円　重要給水施設等管路耐震化事業
令和７年度伊方町一般会計繰越明許費繰越計算書　　　　

　翌年度繰越額　７６９，４８６，８７３円　伊方町庁舎非常用発電設備部品交換工事　他30事業
令和７年度伊方町下水道事業会計予算繰越計算書

　翌年度繰越額　　１８，８１０，０００円　下水道ストックマネジメント事業　 

町長の専決処分事項報告（伊方町税条例の一部を改正する条例制定）　　

　固定資産税の免税点の引上げ。
　軽自動車税種別割の名称を軽自動車税に変更。
　特定暗号資産取引に係る課税の見直しに伴う町民税課税の特例の新設。
町長の専決処分事項報告（伊方町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定）

   国民健康保険税の限度額の改正。
　子ども・子育て支援納付金分の賦課。　※新規
　軽減判定所得の算定において被保険者等の数に乗ずる金額の改正。　
伊方町事務分掌条例の一部を改正する条例制定　　　　
　総務課、生涯学習課における人権業務を、総務課内に人権啓発室を設置し集約。　　
伊方町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例制定

　条ずれの修正及び重複している定義の削除。
伊方町防災行政用無線局条例の一部を改正する条例制定

　紙の免許状が廃止され、電子的に記録・管理する免許記録へ移行。
伊方町奨学資金貸付基金条例の一部を改正する条例制定

　基金の額を５億４, １００万円から３億７, ４００万円に減額。
伊方町農水産物処理加工施設条例の一部を改正する条例制定

　果汁加工１本あたりの利用料金を３００円から５００円に見直し。
伊方町企業誘致条例の一部を改正する条例制定

　対象業種の拡充に伴う、業種の定めの同条例施行規則への委任及び追加。
伊方町グループリビング条例を廃止する条例制定

　施設の有効活用及び地域活性化を図るための制定。

補正予算　

（単位：千円）
会計名 補正額 補正後

一般会計補正予算（第１号）　 ３２３，１３９ １０，５３３，３２８

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）　事業勘定

　　　　　　　　　　　　　　　直営診療施設勘定

△２，８５７

７７７

１，５１２，０７１

４８３，０７１

後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号） 22 228,798

（２）



会計名 補正額 補正後

介護保険特別会計補正予算（第１号）　保険事業勘定

　　　　　　　　　　　　　介護サービス事業勘定

５，１５５

９２４

１，４４５，３３７

２１，３３５

水道事業会計補正予算（第１号）　　　　収益的支出 13,887 399,234

農林漁業振興基金積立金　

　株式会社瀬戸ウィンドヒルの株式譲渡による受領額の確定に伴い、 今後の複数年度にわたる
事業実施の財源を確保するため、基金の積み増しを行うもの。
三崎支所高圧受変電設備等改修工事

　三崎支所における高圧受変電設備及び非常用自家発電設備の経年劣化に伴い、故障停電によ
る支所機能や入居機関の機能不全を未然に防止するため、当該設備を一括更新・改修するもの。
　・高圧受変電設備改修（容量増）　　　　　　・高圧ケーブル更新
　・自家発電設備改修（容量増）　　　　　　　・引込柱、装柱配管付替え
商工業振興事業補助金

　がんばる商工業者支援事業の拡充。 　
　（主な拡充内容）　・補助上限額を４０万円から５０万円に引上げ。
　　　　　　　　　・事業継続に関する費用を補助対象に追加。　
三机小学校・大久小学校・ 三崎小学校統合関係補助金

　令和９年度の三机小学校、大久小学校及び三崎小学校の統合に伴い、記念事業等（閉校記念誌、
記念碑、記念行事等）に係る費用について支援。　
　三机小学校統合関係補助　４，５００千円 　
　大久小学校統合関係補助　４，５００千円 　
　三崎小学校統合関係補助　   ７００千円

請負契約

町道鳥津国道線道路新設工事請負契約の締結　　　　　　
　契約金額　１４２，５６０，０００円　　　　契約の相手方　有限会社竹場建設

その他

議会運営委員会の閉会中の継続調査　　　　　　　

議会改革特別委員会の閉会中の継続調査　　　　

観光事業対策特別委員会の閉会中の継続調査

原子力発電対策特別委員会の閉会中の継続調査　

公共施設環境改善対策特別委員会の閉会中の継続調査

一 般 質 問

１

令
和
７
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
額
に
つ
い
て
、
県
全
体
が
大
き
く

伸
び
て
い
る
中
、
伊
方
町
の
寄
附
額
が
減
少

し
た
要
因
は
。

２

今
後
の
寄
附
額
の
回
復
・
拡
大
に
向

け
た
、
地
域
事
業
者
と
の
連
携
強
化
や
現
場

支
援
は
。

３

ふ
る
さ
と
納
税
を
地
域
産
業
の
育
成

や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
向
上
に
繋
げ
る
た
め
の
、

具
体
的
施
策
の
展
開
、
町
の
方
向
性
は
。

１

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ

　
　
　
イ
ト
の
中
間
事
業
者
が
交
代
し
、
新

た
な
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
作
成
に
時
間
を
要

し
た
こ
と
、
主
力
商
品
の
１
つ
で
あ
る
紅
マ

ド
ン
ナ
の
商
品
確
保
が
想
定
量
を
下
回
っ
た

こ
と
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
よ
る
地
域
生

産
力
の
低
下
や
地
域
間
競
争
の
激
化
な
ど
が

要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

２

市
場
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
新
商
品
の
企

大
綱
１

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

質問の全文は

ＱＲコードを

読み込んで、

確認できます

木
嶋

英
幸

議
員

問答

（３）



一 般 質 問
画
や
Ｐ
Ｒ
、
既
存
商
品
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
更
に

は
、
寄
附
者
の
共
感
を
生
む
フ
ァ
ン
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
に
は
、
地
域
事
業
者
と
の
連
携
強
化
が

不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
事
業
者
を
担
当
す
る
職
員

の
増
員
な
ど
、
町
の
体
制
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
事
業
者
へ
の
現
場
支
援
は
、
売
上

拡
大
だ
け
で
は
な
く
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
構
築
が

重
要
で
あ
る
た
め
、
地
域
事
業
者
を
訪
問
し
、
現

場
の
声
を
聴
い
た
う
え
で
、返
礼
品
の
受
注
管
理
、

在
庫
調
整
、
丁
寧
な
梱
包
、
迅
速
な
発
送
業
務
の

支
援
な
ど
、
中
間
事
業
者
と
の
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
、
協
力
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の
表
示
回
数
を
増

や
す
た
め
の
手
法
や
寄
附
成
約
率
を
増
や
す
た
め

の
手
法
な
ど
、
今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
た
。
ま
た
、
新
た
な
取
組
み
と

し
て
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
３
の
試
合
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
配
布
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。

３

地
域
産
業
の
育
成
は
、
農
業
・
漁
業
の
後

継
者
不
足
や
人
材
育
成
に
対
応
す
る
た
め
、
新
規

就
業
者
支
援
対
策
事
業
や
労
働
力
確
保
事
業
を
促

進
し
、
農
地
の
集
約
化
等
や
漁
場
の
保
全
に
よ
る

生
産
性
の
向
上
、
都
市
と
の
交
流
に
よ
る
新
規
就

業
者
の
獲
得
な
ど
を
図
り
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

地
域
産
業
の
育
成
に
努
め
る
。

ま
た
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
は
、
愛
あ
る
ブ

ラ
ン
ド
産
品
や
佐
田
岬
い
い
も
の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

へ
の
登
録
に
向
け
、
対
象
者
や
団
体
へ
働
き
か
け

を
行
い
、
認
定
に
向
け
て
の
支
援
を
強
化
す
る
。

ま
た
、
販
路
拡
大
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
を

行
い
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
促
進
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
町
内

で
の
雇
用
環
境
を
整
備
し
、
働
く
場
所
、
ま
た
は

起
業
し
た
く
な
る
場
所
と
し
て
、
伊
方
町
が
選
ば

れ
る
取
組
み
を
行
い
、
伊
方
フ
ァ
ン
の
獲
得
に
努

め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
町
長
）

労
働
基
準
法
に
お
い
て
、
有
給
休
暇
は

フ
ル
タ
イ
ム
の
正
職
員
だ
け
で
な
く
、
週

の
勤
務
日
数
が
少
な
い
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
に
対
し
て
も
、
そ
の
労
働
実
績
に
応

じ
て
等
し
く
付
与
さ
れ
る
べ
き
当
然
の
権
利
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
労
務
管
理
の
視
点

か
ら
見
て
、
有
給
休
暇
の
付
与
基
準
日
が
雇
用
形

態
に
よ
っ
て
ズ
レ
が
生
じ
て
お
り
、
休
暇
残
高
の

引
き
継
ぎ
の
複
雑
化
を
懸
念
し
て
い
る
。

１

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
15

分
単
位
の
有
給
取
得
の
適
用
拡
大
は
。

２

有
給
休
暇
基
準
日
を
４
月
１
日
に
統
一

し
、
有
給
管
理
を
一
本
化
す
る
考
え
は
。

１

パ
ー
ト
タ
イ
ム
は
、
令
和
元
年
度

ま
で
有
給
休
暇
そ
の
も
の
が
付
与
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、
制
度
改
正
に
よ
っ
て
有
給
休
暇

大
綱
１

会
計
年
度
任
用
職
員
の
有
給

　
　
　
　
休
暇
制
度
の
格
差
是
正
お
よ

　
　
　
　
び
事
務
効
率
化
に
つ
い
て

質問の全文は

ＱＲコードを

読み込んで、

確認できます

加
藤

智
明

議
員

問答

が
付
与
さ
れ
１
時
間
単
位
で
取
得
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
休
暇
取
得
に
あ
た
っ
て
職
員
が
不
便
を

感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
他
の
自
治
体
の
状

況
も
踏
ま
え
、
適
切
に
検
討
し
て
い
く
。

２

本
町
の
正
職
員
の
有
給
休
暇
の
付
与
基
準

日
を
１
月
１
日
と
し
て
い
る
理
由
は
、
国
や
県
の

基
準
日
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
制
度
間
の
整
合
性
を

図
る
こ
と
、
４
月
１
日
を
基
準
と
し
た
場
合
、
３

月
末
が
有
給
休
暇
の
消
滅
期
限
と
な
り
、
多
忙
を

極
め
る
時
期
に
休
暇
が
集
中
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、

人
事
異
動
の
事
務
に
加
え
、
休
暇
付
与
な
ど
の
新
た

な
事
務
負
担
が
生
じ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

基
準
日
を
４
月
１
日
に
統
一
す
る
こ
と
が
必
ず

し
も
効
率
的
な
労
務
管
理
に
繋
が
る
と
は
限
ら
な

い
た
め
、
現
時
点
で
の
統
一
は
考
え
て
い
な
い
。

今
後
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
国
や
県
の
制
度

が
変
わ
る
場
合
は
、
適
切
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
副
町
長
）

沖
縄
県
辺
野
古
沖
の
抗
議
船
転
覆
事
故

や
磐
越
道
で
の
レ
ン
タ
カ
ー
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
事
故
に
よ
り
、
高
校
生
の
命
が
失
わ
れ
た
。

大
綱
１

学
校
行
事
に
お
け
る
安
全

　
　
　
　
管
理
体
制
に
つ
い
て

質問の全文は

ＱＲコードを

読み込んで、

確認できます

清
家

慎
太
郎

議
員

問

（４）



一 般 質 問
杜
撰
な
安
全
管
理
や
偏
っ
た
思
想
の
押
し
つ
け
で

児
童
生
徒
の
心
身
の
健
全
状
態
を
損
な
わ
せ
な
い

た
め
、
町
に
お
い
て
も
管
轄
の
学
校
の
安
全
管
理

を
今
一
度
再
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。

１

町
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
通
学
や
学

校
行
事
等
に
お
け
る
移
動
手
段
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
。

２

教
育
基
本
法
第
14
条
第
２
項
違
反
の
偏
向

教
育
は
行
わ
れ
て
い
な
い
か
。

１

児
童
生
徒
の
通
学
、
学
校
行
事
で

あ
る
遠
足
、
音
楽
発
表
会
及
び
学
校
教
育

活
動
の
一
環
で
あ
る
部
活
動
等
の
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
運
行
業
務
管
理
を
委
託
し
て
い
る
。
専

門
業
者
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
基
本
と

す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
が
安
全
に
移
動
で
き
る

体
制
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
修
学
旅
行
等
の
移
動

手
段
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
に
貸
切
バ
ス
に
よ
る

運
送
を
依
頼
し
、
国
か
ら
の
通
知
に
基
づ
き
、
契

約
内
容
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
事
業
者
と
適
切

な
契
約
の
締
結
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校

保
健
安
全
法
に
基
づ
き
、
町
内
全
て
の
小
中
学
校

で
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、
必
要
に
応

じ
て
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
今
後
と
も
、
事
故

防
止
を
含
む
、児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
努
め
る
。

２

教
育
基
本
法
の
理
念
に
基
づ
き
、
学
習
指

導
要
領
に
則
っ
て
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応

じ
て
、
特
定
の
立
場
や
結
論
に
偏
る
こ
と
な
く
、

児
童
生
徒
自
身
が
多
角
的
な
視
点
か
ら
考
察
し
、

判
断
で
き
る
よ
う
政
治
的
中
立
性
を
確
保
し
た
う

え
で
、
各
小
中
学
校
に
お
い
て
平
和
学
習
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
修
学
旅

行
な
ど
を
通
じ
て
、
町
内
外
に
お
け
る
戦
争
に
よ

る
犠
牲
者
の
慰
霊
や
現
地
学
習
を
行
う
こ
と
で
、

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
学
び
、
次
世
代

へ
継
承
し
て
い
く
た
め
の
教
育
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
学
習
内
容
や

修
学
旅
行
等
に
お
け
る
見
学
地
を
事
前
に
確
認
し

て
い
る
が
、
教
育
基
本
法
第
14
条
第
２
項
違
反
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

引
き
続
き
、
国
の
通
知
や
学
習
指
導
要
領
な
ど

を
遵
守
し
、
偏
向
教
育
と
の
疑
念
を
招
く
こ
と
の

な
い
よ
う
政
治
的
中
立
性
を
確
保
し
た
う
え
で
、

平
和
学
習
の
着
実
な
実
施
に
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
教
育
長
）

答

伊
方
町
の
令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
約
１
０
２
億
円
｟
７
，
０
７
７
人
｠、

八
幡
浜
市
２
７
２
億
円
｟
２
８
，
４
７
３
人
｠、

西
予
市
２
８
３
億
円
｟
３
１
，
５
５
１
人
｠、
松

前
町
１
３
７
億
円
｟
２
９
，
０
０
４
人
｠、
松
野

町
41
億
円
｟
３
，
３
１
２
人
｠
で
あ
り
、
基
準
財

政
需
要
額
は
、
令
和
６
年
度
の
数
値
で
伊
方
町

大
綱
１

伊
方
町
財
政
運
営
に
つ
い
て

質問の全文は

ＱＲコードを

読み込んで、

確認できます

末
光

勝
幸

議
員

問

が
47
億
円
、
八
幡
浜
市
１
１
１
億
円
、
西
予
市

１
５
１
億
円
、
松
前
町
64
億
円
、
松
野
町
24
億
円
、

予
算
を
人
口
１
人
あ
た
り
で
み
る
と
、
他
の
市
や

町
よ
り
手
厚
い
と
言
え
る
。

最
近
は
、ス
マ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン
ク
｟
賢
く
縮
む
｠

が
言
わ
れ
、
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の
集
約
、
人

口
減
少
を
前
提
と
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
へ

修
正
し
て
き
て
い
る
。
過
去
の
一
般
質
問
で
、
無

電
柱
化
や
交
通
弱
者
対
策
と
し
て
自
動
運
転
バ
ス

に
つ
い
て
提
言
し
た
が
、
そ
の
一
部
で
も
実
現
し

て
い
な
い
。
松
山
市
、
伊
予
市
、
八
幡
浜
市
で
は

進
ん
で
い
る
。

社
会
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
く
中
で
、
伊
方

町
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
町
づ
く
り
、
財
政
運

営
を
し
て
い
く
の
か
。

ス
マ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン
ク
と
い
う
適
応
策

と
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と

す
る
抑
制
策
の
両
面
か
ら
、
総
合
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
公
共

施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の
集
約
の
点
は
﹁
民
間
事
業
者

の
資
金
力
、
経
営
力
を
活
か
し
た
町
有
施
設
の
民

間
活
用
提
案
制
度
な
ど
に
よ
り
既
存
施
設
の
有
効

活
用
を
図
る
﹂﹁
公
共
施
設
の
統
廃
合
に
よ
り
機

能
の
集
約
を
図
る
﹂﹁
遊
休
施
設
を
解
体
す
る
﹂

こ
の
３
つ
の
柱
で
進
め
る
。

財
政
運
営
は
、
令
和
６
年
度
の
人
件
費
は
令
和

元
年
度
に
比
べ
18
・
９
％
増
加
し
、
義
務
的
経
費

が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
８
年
３
月
の
公

答

（５）



一 般 質 問
共
工
事
設
計
労
務
単
価
は
平
成
28
年
２
月
に
比

べ
45・９
％
の
増
、建
設
工
事
費
デ
フ
レ
ー
タ
ー

に
よ
る
令
和
８
年
３
月
の
建
設
コ
ス
ト
は
平
成

27
年
度
に
比
べ
35
・
４
％
増
と
な
り
投
資
的
経

費
も
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
。
令
和
５
年
度
以
降

は
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
い
る
状
況
の

た
め
、
将
来
負
担
や
人
口
規
模
、
優
先
順
位
を

踏
ま
え
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
に
努
め
る
必

要
が
あ
り
、
無
電
柱
化
や
自
動
運
転
バ
ス
は
、

多
額
の
経
費
を
要
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の

課
題
と
捉
え
て
い
る
。

な
お
、
今
定
例
会
の
補
正
予
算
に
は
、
各
地

域
の
実
情
に
即
し
た
持
続
可
能
な
交
通
モ
デ
ル

の
策
定
経
費
を
盛
り
込
み
、
運
転
免
許
証
を
返

納
し
た
方
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
交
通
環
境

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
診
療
所
の

存
続
や
医
師
の
確
保
な
ど
、
医
療
体
制
の
維
持

に
対
す
る
財
政
支
出
は
、
引
き
続
き
、
積
極
的

に
対
応
し
て
い
く
。

ま
た
、
多
様
な
出
会
い
の
機
会
づ
く
り
や
結

婚
新
生
活
へ
の
支
援
を
進
め
、
若
い
世
代
が
伊

方
町
で
子
ど
も
を
育
て
た
い
と
思
え
る
ま
ち
を

目
指
し
て
い
く
。
ま
た
、
個
々
の
所
得
の
増
に

繋
が
る
よ
う
各
種
産
業
振
興
策
に
取
り
組
む
。

今
後
は
、
堅
実
な
財
政
運
営
を
図
っ
た
う
え

で
、
総
合
計
画
と
の
整
合
性
を
重
視
し
、
未
来

へ
の
責
任
を
果
た
す
た
め
の
各
施
策
を
積
極
的

に
展
開
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
町
長
）

委員会（協議会）報告

第69回臨時会報告   　                              令和８年7月31日
　第69回臨時会が開催され、上程された議案は、原案のとおり可決されました。

条例　

伊方町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定　　

　町内に居住する者に住居手当の額に１００分の２０を乗じて得た額を加算。

補正予算　

令和８年度伊方町一般会計補正予算（第２号）　

　補正額 １６，３２１千円　　補正後の額  １０，５４９，６４９千円
　水道事業会計補助金
令和８年度伊方町水道事業会計補正予算（第２号）

　補正額 　　　　　  ０円　   補正後の額    　   ３０７，７６４千円（減額補正と増額補正が同額のため）

請負契約

伊方町防災行政無線（同報系）更新工事請負契約の締結　　　

　工事概要　親局設備１局、中継局設備２局、再送信子局設備７局、屋外拡声子局設備71局
　　　　　　戸別受信機　３００台
　契約の相手方　　株式会社きんでん　四国支社　　　　請負金額　　８５０，３５５，０００円

月　日 委員会（協議会） 概　　要

５月１日 議 員 全 員 協 議 会
１. 地域公共交通の再構築に向けた取り組みについて　　　　
２. 株式会社瀬戸ウィンドヒルの株式譲渡について　　　　
３. 伊方町学校再編計画（第二次）の進捗状況について

６月10日 議 会 運 営 委 員 会 １. 第85回定例会の運営について

６月15日 議 員 全 員 協 議 会 １. 伊方町国民保護計画の変更について
２. 伊方町新型インフルエンザ等対策行動計画の改定について

（６）



月　日 委員会（協議会） 概　　要
３. 伊方町第10期介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画に

ついて
４. 株式会社瀬戸ウィンドヒルの株式譲渡による受領額について
５. 町道鳥津国道線道路新設工事請負契約の締結について
６. 令和６年度決算に係る統一的な基準による財務書類の公

表について　
７. 三崎支所高圧受変電設備等改修工事について
８. 伊方町体育施設の改修について
９. 条例の制定等について
10. 令和７年度伊方町一般会計等繰越計算書の調製について
11. 令和８年度伊方町一般会計補正予算（第１号）の概要につ

いて

６月26日 観光事業対策特別委員会 １. 伊方町健康交流施設亀ヶ池温泉の現状について
２. 一般社団法人佐田岬観光公社の現状について

７月22日 議 会 運 営 委 員 会 １. 第69回臨時会の運営について

７月31日 議 員 全 員 協 議 会

１. 伊方町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制
定について

２. 伊方町国民保護計画の変更について
３. 伊方町防災行政無線（同報系）更新工事請負契約の締結に

ついて　
４. 地域巡回バスの土日試験運行について　　　　　　　　 
５. 令和８年度伊方町一般会計補正予算（第２号）概要について

７月31日 原子力発電対策特別委員会 １. 伊方発電所１号機廃止措置の第２段階への移行について

議長の動き（主な内容）
4 月 　23 日 国道 197 号高規格道路建設促進期成同盟会会計監査（八幡浜市）　

     29 日 昭和 100 年記念式典（東京都）
5 月 　12 日 全国原子力発電所立地議会サミット実行委員会（東京都）

      14 日 全国原子力発電所立地市町村議会議長会役員会・総会（東京都）
    15 日 三机小学校・大久小学校・三崎小学校統合合意書調印式
　16 日 はなはな祭り

17 日 第 76 回全国植樹祭（松山市）　　
19 日 八幡浜地区施設事務組合議会臨時会（八幡浜市）

令和８年７月31日　原子力発電対策特別委員会

（７）
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５月 　21 日 町国際交流協会定期総会　
     22 日 町区長会

24 日 きららまつり
      26 日 町村議会議長・副議長研修会（東京都）

    29 日 国道 197 号高規格道路建設促進期成同盟会定期総会（八幡浜市）
　６月　　１日 町遺族会総会　

４日 町老人クラブ連合会総会　
５日 県市町振興協会理事会評議員会（松山市）

11 日 町人権教育協議会・人権対策協議会役員会
29 日 町人権教育協議会・人権対策協議会定期総会

７月２～４日 四国地区人権教育研究大会（高松市）
５日 ＪＡにしうわ広域選果場落成式（八幡浜市）　　　※副議長代理出席
７日 県議長会第２回全員協議会（上島町）

23 日 全国原子力発電所立地市町村議会議長会定期総会（東京都）

令和８年７月５日　ＪＡにしうわ広域選果場落成式

令和８年５月１６日　はなはな祭り 令和８年５月２４日　きららまつり

（８）




